
隆　

ミ
ワ
子
議
員　

認
可
外
保
育

施
設
は
、
認
可
保
育
施
設
の
不
足

を
補
完
し
、
待
機
児
解
消
の
役
割

を
果
た
し
て
い
る
が
、
両
施
設
の

間
で
は
、
公
費
投
入
額
に
開
き
が

あ
り
、
こ
の
差
が
保
育
料
等
に
反

映
し
て
く
る
。

　

ま
た
、
認
可
外
施
設
か
ら
は
、

転
所
等
で
利
用
者
数
が
予
測
で
き

ず
、
安
定
的
で
充
実
し
た
保
育
が

ま
ま
な
ら
な
い
と
の
声
を
聞
く
。

　

そ
こ
で
、
同
施
設
へ
の
振
興
費

の
創
設
や
、
保
護
者
に
保
育
料
及

び
伝
染
病
登
園
停
止
解
除
証
明
手

数
料
等
を
補
助
す
る
独
自
補
助
制

度
を
創
設
す
る
考
え
は
。

子
育
て
支
援
本
部
長　

認
可
と
認

可
外
施
設
で
は
、
保
護
者
が
負
担

す
る
保
育
料
や
施
設
へ
の
補
助
内

容
が
異
な
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

今
後
、
他
市
の
状
況
を
参
考
に

し
、
利
用
者
負
担
の
格
差
縮
小
の

た
め
、
負
担
額
の
一
部
補
助
制
度

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

私
立
学
校
児
童
・
生
徒
保
護
者
補
助

制
度
の
創
設
を
●

心
臓
突
然
死
を
防
ぐ

自
動
体
外
式
除
細
動
器
︵
Ａ
Ｅ
Ｄ
︶
の
早

期
導
入
を

備　

邦
彦
議
員　

介
護
保
険
も
５

年
目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
中
、

国
は
、
介
護
予
防
シ
ス
テ
ム
の
導

入
を
決
め
、
態
勢
の
整
っ
た
市
町

村
か
ら
順
次
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
介
護
予
防
施
策
に
つ

い
て
、
今
後
に
向
け
て
の
市
の
考

え
を
聞
き
た
い
。

　

ま
た
、
現
在
、
医
療
セ
ン
タ
ー

で
行
っ
て
い
る
健
康
増
進
事
業
の

今
後
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
は
。

市
長　

現
在
、
様
々
な
状
態
の
高

齢
者
に
対
し
、
同
じ
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
提
供
し
て
い
る
が
、
今
後
は
、

高
齢
者
の
状
態
に
合
っ
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
提
供
が
必
要
と
考
え
る
。

　

平
成
18
年
オ
ー
プ
ン
予
定
の
複

合
福
祉
施
設
を
介
護
予
防
事
業
の

拠
点
と
し
、
地
域
に
根
付
い
た
き

め
細
か
な
介
護
予
防
シ
ス
テ
ム
の

構
築
を
進
め
て
い
き
た
い
。

福
祉
保
健
部
長　

多
く
の
市
民
が

利
用
で
き
る
よ
う
、
そ
の
機
能
を

整
理
し
、
更
に
充
実
し
た
健
康
増

進
事
業
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

　

現
職
都
議
が
市
役
所
職
員
労
働
組
合

の
事
務
所
を
又
借
り
す
る
件
に
つ
い
て

目
黒　

重
夫
議
員　

市
は
、
平
成

16
年
度
か
ら
の
10
年
間
で
、
ご
み

を
３
万
４
０
０
０
ｔ
減
量
す
る
ご

み
50
％
減
量
を
始
め
た
。
そ
の
う

ち
、
１
万
２
８
０
０
ｔ
が
、
家
庭

か
ら
の
生
ご
み
と
聞
く
。　

　

こ
の
減
量
目
標
を
達
成
す
る
た

め
に
も
、
生
ご
み
対
策
に
本
格
的

に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
。

　

具
体
的
に
は
、
家
庭
用
生
ご
み

処
理
機
の
普
及
、
集
合
住
宅
や
住

宅
地
で
の
生
ご
み
た
い
肥
化
の
促

進
等
に
よ
る
生
ご
み
の
資
源
化
が
、

必
要
と
思
う
。
そ
こ
で
、
こ
の
資

源
化
が
、
な
ぜ
、
進
ま
な
い
の
か

市
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

環
境
安
全
部
長　

生
ご
み
の
資
源

化
に
つ
い
て
は
、
生
ご
み
の
中
に

異
物
を
混
入
さ
せ
な
い
こ
と
な
ど

の
注
意
が
必
要
で
あ
り
、
臭
気
や

衛
生
面
で
の
配
慮
や
、
騒
音
対
策

等
の
管
理
面
の
問
題
等
が
あ
る
。

　

今
後
、
機
器
の
経
費
負
担
を
い

か
に
軽
減
で
き
る
か
と
い
っ
た
こ

と
も
含
め
、
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

﹁
三
位
一
体
の
改
革
﹂と
来
年
度
予
算

に
つ
い
て

前
川　

浩
子
議
員　

現
在
、
都
は

母
子
自
立
支
援
員
を
市
に
派
遣
し

て
い
る
が
、
法
改
正
で
今
後
、
同

支
援
員
は
市
が
配
置
す
る
と
聞
く
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
事
業
を
独
自
で

展
開
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る

が
、
人
材
育
成
を
ど
う
進
め
る
か
。

　

そ
し
て
、
今
後
の
関
係
機
関
と

の
連
携
体
制
の
考
え
は
。

　

ま
た
、
配
偶
者
か
ら
暴
力
を
受

け
た
人
を
配
偶
者
の
生
活
圏
外
に

保
護
す
る
広
域
支
援
に
つ
い
て
、

市
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

福
祉
保
健
部
長　

人
材
育
成
は
、

ノ
ウ
ハ
ウ
の
あ
る
都
に
、
研
修
等

の
実
施
を
要
望
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
従
来
同
様
に
各
機
関
等

と
の
連
携
を
確
保
し
て
い
き
た
い
。

　

広
域
支
援
は
、
都
の
施
設
や
民

間
シ
ェ
ル
タ
ー
を
利
用
す
る
こ
と

が
あ
る
。
同
シ
ェ
ル
タ
ー
は
、
そ

の
存
在
が
公
表
さ
れ
て
い
な
い
の

で
、
施
設
を
運
営
す
る
団
体
と
の

協
力
体
制
の
確
保
等
、
広
域
的
な

対
応
を
進
め
て
い
く
。

　

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
の﹁
居
ば
し
ょ
﹂

に
つ
い
て

柴
野　

和
夫
議
員　

市
で
は
、
防

災
対
策
の
中
で
、
震
災
時
等
に
お

け
る
対
応
策
と
し
て
様
々
な
団
体

と
協
定
を
結
ん
で
い
る
。

　

し
か
し
、
災
害
弱
者
と
成
り
得

る
要
援
護
高
齢
者
等
の
災
害
時
で

の
緊
急
受
け
入
れ
態
勢
な
ど
を
考

え
る
と
、
日
頃
か
ら
高
齢
者
福
祉

施
設
を
運
営
す
る
社
会
福
祉
法
人

等
と
施
設
利
用
に
つ
い
て
、
協
定

な
ど
を
結
ん
で
お
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
、
協
定
な
ど
に
つ
い
て

市
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

福
祉
保
健
部
長　

市
で
は
、
府
中

市
地
域
防
災
計
画
の
中
で
、
高
齢

者
等
を
含
む
災
害
要
援
護
者
の
安

全
を
確
保
す
る
た
め
、
高
齢
者
福

祉
施
設
の
余
裕
ス
ペ
ー
ス
の
活
用

に
つ
い
て
規
定
を
し
て
い
る
。

　

福
祉
施
設
と
の
連
携
は
、
今
後
、

関
係
機
関
等
と
調
整
を
し
な
が
ら
、

具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

府
中
市
に
お
け
る
グ
リ
ー
ン
購
入
推

進
に
つ
い
て
●
﹁
指
定
管
理
者
制
度
﹂
導

入
の
推
進
に
つ
い
て

▲元気に健康づくり

▲市役所の電算室

▲改築が行われた市営住宅

大型電算機のコスト削減

　　　　市 の 考 え は

オープンシステムへの移行により

　　　経費の削減を見込んでいる

市営住宅の増設

　　市 の 考 え は

改築にあわせて

　　増 設 し て い く

母子自立支援員の人材育成

　　　ど う 進 め る か

都へ研修等を

　　要望していきたい

介護予防施策

　　今後に向けての市の考えは

今後は、高齢者の状態に合った

　　プログラムの提供が必要

関
係
機
関
等
と
調
整
し

　
　

内

容

を

検

討

し

た

い

災
害
時
の
高
齢
者
等
の
受
入
れ

　
　

福
祉
施
設
と
協
定
を
結
ぶ
考
え
は

他

市

の

状

況

を

参

考

に

　
　

補
助
制
度
を
検
討
し
て
い
き
た
い

認
可
外
保
育
施
設
や
保
護
者
へ

　
　

独
自
補
助
制
度
創
設
の
考
え
は

衛

生

面

で

の

配

慮

や

　
　

機
器
の
経
費
負
担
等
が
課
題

生

ご

み

の

資

源

化

　
　

な

ぜ

、

進

ま

な

い

の

か

他他

他他

山
口　

雅
議
員　

公
共
住
宅
へ
の

入
居
希
望
の
市
民
が
増
え
て
い
る

中
、
都
営

・
市
営
住

宅
に
申
込

み
を
続
け

て
も
、
ほ

と
ん
ど
入

れ
な
い
と

い
う
状
況

が
続
い
て

い
る
。

　

市
で
も

平
成
16
年

度
か
ら
10

年
間
の
計
画
を
盛
り
込
ん
だ
第
２

次
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定

し
た
も
の
の
、
市
営
、
市
民
住
宅

を
含
め
た
公
共
住
宅
の
増
設
に
つ

い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
て

い
な
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
公
共
住
宅
の
役
割
と
、

市
営
住
宅
増
設
に
つ
い
て
の
市
の

考
え
を
聞
き
た
い
。

生
活
文
化
部
長　

公
共
住
宅
は
、

住
宅
に
困
っ
て
い
る
所
得
の
低
い

人
に
、
安
い
家
賃
で
賃
貸
等
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
国
民
生
活
の
安

定
と
社
会
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す

る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。

　

市
営
住
宅
の
増
設
は
、
住
宅
の

改
築
に
あ
わ
せ
て
、
周
辺
の
環
境

に
配
慮
し
な
が
ら
、
増
設
し
て
い

く
計
画
で
お
り
、
現
時
点
で
は
約

30
戸
程
度
を
確
保
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

待
機
児
解
消
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

小
山　

有
彦
議
員　

本
市
の
電
子

計
算
機
に
要
す
る
コ
ス
ト
は
、
年

間
10
億
円
を
超
え
る
膨
大
な

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
今
後

の
電
子
自
治
体
に
向
け
て
の

費
用
を
計
上
す
る
と
、
更
に

増
加
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
、

恒
常
的
な
経
費
削
減
へ
の
努

力
が
必
要
と
思
う
。

　

そ
こ
で
、
大
型
電
算
機
の

コ
ス
ト
削
減
に
対
す
る
市
の

考
え
を
聞
き
た
い
。

総
務
部
長　

大
型
電
算
機
を

平
成
21
年
度
ま
で
に
廃
止
し
、

22
年
度
か
ら
オ
ー
プ
ン
シ
ス

テ
ム
へ
全
面
移
行
で
き
る
よ
う
に

と
考
え
て
お
り
、
現
在
の
運
用
経

費
か
ら
、
年
間
２
億
５
０
０
０
万

円
を
上
回
る
削
減
が
で
き
る
と
試

算
し
て
い
る
。

※
オ
ー
プ
ン
シ
ス
テ
ム
⋯
様
々
な
メ
ー

カ
ー
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
や
ハ
ー
ド
ウ
ェ

ア
を
組
み
合
わ
せ
て
構
築
さ
れ
た
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム

　

地
方
教
育
行
政
法
改
正
後
の
府
中
市

の
対
応
に
つ
い
て
●

府
中
市
地
域
教
育

協
議
会
に
対
す
る
府
中
市
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
●

公
共
施
設
の
他
自
治
体
と

の
相
互
利
用
・
連
携
に
つ
い
て

他

他

他

※
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